
製作履歴

ＢＧＡＬＯＧ バージョン
Ｖｅｒ１ 1985～ 相手との交信記録、ＤＸＣＣファイル整理を中心
Ｖｅｒ２ 1997～ テルネットを中心としたＤＸＣＣ管理、多機能の実現
Ｖｅｒ３ 2014～ 多機能でテルネットデータと自局データ融合でのペディション管理、自動アップデート導入
Ｖｅｒ４ 2017/10 トップDxer’sにも楽しんでいただくペディション管理、年間DXCC等、ＦＴ８導入、NW連携
Ｖｅｒ５ 2019/03 ＦＴ８連携強化、印刷管理ﾌｧｲﾙ導入、QSL画像重複登録、NW(LOTW,CLUBLOG,eQSL,)連携強化、Vs2019対応
(2019/03)

製作の狙い：ＮＷの活用による多くの情報提供と周辺機器の効率的使用による早期ＤＸＣＣオーナーロールの達成、
その後も楽しめるトップDxer’s用ログとして各種ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ対応の業務日誌作りを目指す。

・ ＥＤＸＧメンバーを中心としたDxer’sに育て上げられた業務日誌
（ｸﾗﾌﾞﾛｸﾞ世界ﾍﾞｽﾄ100位内ﾗﾝｷﾝｸﾞ者、①JA4DND,②JA4LKB,⑫JA5AQC,㉗JH4ALY,㉛JA5MHD,(53)JA4LXY,(89)JR6FC,(98)JA5AUC,

･･･100～200、JA5IU,JA5BEN,JA5BGA,JI4WAO,JA5XAE,JA5QJD,JA5XAE,JA5SUD,JR6DM) 17名/70名）
ＢＧＡＬＯＧ各画面内の「マニアル」及び「ツールチップヘルプ」にて詳細の確認をしてください。

ＢＧＡＬＯＧ．ＮＥＴ（Ver５）の紹介
2019/0４/０９

動作環境

システム（極力ﾊｲﾚﾍﾞﾙのPCﾙ）

WIN-10推奨（VISTA以降）

（次が動作するシステム）

・ ﾈｯﾄﾌﾚｰﾑﾜｰｸ4.7
・ AccessDatabaseEngine
・ ﾀｶｵﾌｫﾝﾄ推奨

ディスプレー
１９２０×１０８０ドット以上
（マルチディスプレー推奨）

マウス
５ボタン以上のマウス推奨（３ﾎﾞﾀﾝはHELP不可）

ＮＷ環境必須
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画面の紹介（メイン画面、テルネット画面、ＲＴＣ画面）

通常使用時の画面（最少画面）
・ 検索局とのバンド別交信状況は星取表によりカラーで確認、リグ周波数、ローテーターは自動（or手動）コントロール
・ テルネット表示時の該当局との状況（バンド別・モード別の交信状況、回収状況）等を表示
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画面の紹介（ＤＸＣカントリーリスト）
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画面の紹介（ＪＣＣ管理画面）

局検索画面（過去の交信状況、温泉地、道の駅、等を表示）

4



画面の紹介（ＩＯＴＡ画面）

5



画面の紹介（ＱＳＬマネージャ管理画面、学習ファイル管理）

マネージャリスト

マネージャ収集
・検索時ＱＲＺ．ＣＯＭ等より
自動取得

・ユーザーが登録の都度自動報
告⇒確認⇒配布

・テルネットからの自動収集
（ＱＲＺ．ＣＯＭ検索を優先）

活用
局名検索時、印刷時に使用

リスト配信
・レポート時等収集の都度配信

アップデート
・ＢＧＡＬＯＧ起動時自動更新

6学習ファイル：マネージャリストと同様にユーザーからの自動報告とＬＯＧ起動時の自動アップデートが実施されます。



画面の紹介（ＧＬＭＡＰ画面）

↑
赤 ：カード受領済
黄色：交信済未回収
青 ：未交信

検索の都度相手局位置を自動表示 ⇒

未交信リスト
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画面の紹介（ＬＯＴＷ等 ＤＢ処理・複合検索）

カントリーリストファイル、
ＣＳＶファイルへ出力

8

ＬＯＴＷ自動処理

メイン画面からもそれぞれをQSO後簡単にアップできます。
LoTW RP（ﾚﾎﾟｰﾄ）クリック
・ ＤＴ自動作成後、Tqslを自動起動

ＤＴ送信
・ アップロード処理

以上で送信終了
ＤＴ受信
１ ログイン
２ ダウンロード

ＤＴ、ＢＧＡＬＯＧ取込
・ ３：LoTW受信処理

以上で受信・登録処理少量

ＡＤＩＦファイルへ出力

テキストファイル、
ＣＳＶファイルへ出力



画面の紹介（環境設定）

新たにオプションが追加されたとき
ＢＧＡＬＯＧ＿ＶＵＰ時にバージョンアップが自動的に追加されます。
大半が、自動で環境に使用状況が登録されます。

ＢＧＡＬＯＧ内での使用ファイルは、BGALOG.accdb内に１０個のデータベースとその他、 CONFIG.TXT、 QSLFORM_***TXTなどの環境設定
ファイル、作業のための一時ファイル等、２０強の管理用テキストファイルが有ります。

オプション数２５７
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ツール画面の紹介（ツール、マニアル＆ＷＷＷ接続） 各ボタン等に設定されているＨＥＬＰ例

常時多用す
るオプション、
ヘルプ内容
は各画面内
に有ります。
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業務日誌欄設定
・ 表示する項目
・ 項目の幅
・ 項目のフォント



画面の紹介（印刷画面）

印刷フォーマット（１６QSOまで可能）
・ 裏面白紙、（定形印刷）
・ フリースタイル印刷（自由設定）

宛名印刷
・ 送付用、受領用

ＳＷＬ宛てカード印刷

フリーフォーマットでの
印刷サンプル ⇒

フリーフォーマット設定

ＤＭ封筒印刷
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画像印刷設定例サンプル 相手局名は削除しています。
手書き数字はミリ単位です。

次のページに他のカード作成例が有ります。

前ページフォーマットでの印刷例

12



サンプル印刷例

裏面白紙印刷：定型印刷
（比較的簡単に使用できますが、オプションはあまりありません）
当方は表を画像印刷として裏面白紙印刷を使用しています。

フリーフォーマット印刷例
（罫線、画像、データ表示数等、いろいろな印刷が作成可能で、オプションも豊富）
縦書き文字は不可です。

QSLFORM_ONOUE_5.TXT での印刷

13

画像挿入



画面の紹介（複合検索書換画面、ファイル内容確認）

14ＪＴＤＸのＬＯＧファイル確認の例
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画面の紹介（メインオプション）

項目ごとに設定します。
主にメインの画面の全体の設定を行います。
環境設定の他、各作業画面にもあります。

例
良く使用するオプションは各画面の近くにあります。



テルネットの活用

交信状況欄

自局との交信状況把握
（ ： そのバンドモードで交信済、カード発送、ＬＯＴＷ、等
［ ： バンドor星取表ニュー、 バンドニュー[m]が付きます

スポットニュー[周波数、モード]
－ ： モードニュー -RTTY-
＜ ： 他のバンドでのＱＳＬ情報 <QL>交信済、LOTW受領

ﾊﾞﾝﾄﾞｽｺｰﾌﾟ
・ 設定時間未経過の情報のみ表示
・ バンドの絞り込みOR選択周波数のみ表示
・ 同一周波数(Khz)の重複非表示
・ ＪＡorＪＡローカル局のアップデータ表示
・ ペディション局等の表示と優先ソート

「Ｃ」 ＝ クラブログ
「Ｐ」 ＝ ペディション
「Ｘ」 ＝ 一般局（ソートのための記号です）

・ 自局ニューデータの明確化（中央部分）
「Ｍ」 ＝ モードニュー
「Ｃ」 ＝ チャレンジニュー
「＊」 ＝ その他のバンド・モードニュー
「Ｑ」 ＝ ＱＳＯ済

・ リフレッシュタイムオプション
・ クリックで交信データ検索、その局との交信内容表示

テルネットデータ検索、テルネット取込データから絞込表示

ペディション局別星取表

・ 過去の交信状況とは別にペディションごとの交信状況を管理
・ ＰＣ登録局テルネットへ表示
・ クラブログ登録局をクリックでクラブログへＮＷ接続
・ 交信データ登録で自動管理「Ｔ」を記録
・ 直接編集：星取表クリックで「Ｔ」⇒「Ｒ」⇒「 」⇒「Ｔ」・・・・
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テルネットの活用

局別星取表管理

・ ペディション終了管理
チェックで簡単削除

オプション設定

・ ペディション期間確認
局別・期間別表示

ペディション局表示
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テルネット検索

・ テルネット接続先：５か所から選択
・ ＷＷＷ取込：ＬＯＧ開始時のデータ不足を補う
・ ＤＸ、ＪＡ：すべて取り込むかＪＡ分のみとするかの選択
・ 最大取込み数、古いデータの削除
・ 表示する画面の選択
・ バンド別絞込
・ Ｗ欄コール：Ｗ欄のコールサインのデータ検索
・ 全項目検索：部分一致のデータ検索
・ 絞込：検索内容から再絞込
・ クラブ等(ブルー)
・ ＪＡ等(黄色) ：Ｂ・Ｍニュー(バントモードニュー)Ｍ(モードニュー) (バントニュー)
・ ＮＥＷ(薄紫) ：同上(ＪＡ等の絞込無)
・ ＣＷ～：モード別表示
・ バンドスコープでの検索後のフィルター画面絞り込み： ＢＳクリック後のフィルターを設定します。

±１＝１ＫＣ以内局検索（標準）、±５＝５ＫＣ以内局検索
CAL＝コールサインにて抽出、無操作＝フィルター検索を行いません。

・ ５００：ＷＷＷ取込み数(テスト用)
・ ＦＩＬ：テルネットＤＢグリットクリック後の絞り込み実施の有無

Ｊクラスター検索

テルネット、Ｊ－クラスター接続時画面
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メイン画面（こんなこともできます）

ピンク色ボタン（検索ボタン）
その下のテキストボックスに記入した
内容と部分一致したデータを検索・抽出します。

住所検索、ＪＣＣ検索（ＪＡの場合）
市町村名、ＪＣＣコード ⇒ ＪＣＣコード、市町村名、
道の駅、湯之町を表示

日付絞込
年月日のチェックボタンの一致した内容を
上の設定日で抽出します。
範囲指定の場合は日付検索で抽出します。

ＩＯＴＡ検索
メッセージ欄にカントリー、
備考２に詳細を登録

局検索時の表示内容等
①業務日誌欄に全交信内容抽出、②ＤＸＣＣリスト、③ＧＬからの位置を表示（ＧＬＭＡＰ画面参照）、④バンド別星取表交信状況
（その局との交信を色で表示：赤はデューブ表示）、⑤相手時間、⑥未交信局は検索テキスト枠を赤色表示、
⑦ＱＲＺ．ＣＯＭ（or ＨＡＭＱＴＨ）からのデータ取込（ＤＸＣＣ番号、氏名、ＱＴＨ、ＧＬ番号、ＩＯＴＡ番号、ＱＳＬマネージャ、
カントリー、島名、カントリー、ＬＯＴＷの可否、生まれ、等）、⑧マネージャリストから取込み（レポート者名を表示ＱＲＺ．ＣＯＭ
に登録されていればリストを変更）、⑨ＲＴＣコントロール用データ表示、⑩無線機コントロール（周波数、モード、スプリット処理）、

クラブログ登録局、ペディション登録局リスト
メイン画面表示時にそれぞれのホームページ（ＷＷＷ）から
情報を取り込みます。
クリックでその内容が表示されます。
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テルネット表示画面等クリック（サンプル画面はテルネット画面でＶＫ９ＭＴをクリック時）

① バンド別モード別等：現地タイム等色別表示、カントリー名、バンド別モード
別交信状況、検索局との交信状況を色別表示、ビーム角度（クリックでＲＴＣコ
ントロール）距離、等表示、

② ワーク欄
カントリーリスト、ＱＲＺ.ＣＯＭ、各登録済のリスト、オプション制定に基づ
き取得した内容を各項目に記載

③ メッセージ欄
ＱＲＺ.ＣＯＭ（未契約者＝ＨＡＭＱＴＨ）よりの取得内容を表示

④ 業務日誌欄
交信済の業務日誌を表示

①テルネット表示画面等クリック ⇒ ＱＳＯ ⇒ ②登録（F8） ＝ 登録終了
（通常）手書きはほとんどありません

① バンド別モード別等

③ メッセージ欄② ワーク欄（薄緑色）

④ 業務日誌欄 ② ワーク欄（未交信の場合）赤枠表示で④の表示はありません。

注意 テルネット等からの取込みは正しく登録されていない場合にもそのまま取得します。
今後徐々に分析して取り込むように検討します。
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ＢＧＡＲＴＣ画面

メイン画面からのコントロール
ＪＡ４ＢＵＡ桑原ＯＭ作成のシステムをコントロールします。

・ ロングパス（緑） or ショートパス（水色）等をクリックで周波数に
より４台までを自動選択して、コントロール

ＢＧＡＲＴＣ画面でのコントロール
・ 直接画像をクリックでその方向へコントロール

※ 当方は２台をコントロールしています。（４台までコントロール）

リグコントロール画面
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ＢＧＡ＿ZＩＰプログラム（バージョンアップ手助けプログラム）

ＢＧＡ＿ZＩＰをアップデートする
プログラム
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ＱＳＬカード管理
ＤＸＣＣ、ＪＣＣ
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先読み検索

先頭から文字入力の都度一致したデータを抽出します。
この状態で矢印キーで選択してエンターキーorマウスでマリックして確定したデータを取り込みます。
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ＬＯＴＷ、ｅＱＳＬ自動処理

それぞれをQSO後簡単にアップできます。

ＬＯＴＷ アップロード
アップのみであれば①、②の実施で終了

自動ＤＴ作成
TQSL自動起動

①

②

③

④

ＬＯＴＷ ダウンロード
③、④の実施で受領処理終了

ＢＧＡＬＯＧ
受領処理

ダウンロード

アップロード

[ LoTW RP ]
ボタンクリック

ｅＱＳＬアップロード
アップのみであれば①、②の実施で終了
ｅＱＳＬ．ＣＣ処理後の③クリックで受領処理終了

①

②

③

※ ｅＱＳＬへアップするには事前に登録しておく必要があります。
（登録は無料）
ＤＸＣＣにカウントされないためＢＧＡＬＯＧでは単に送受処理と
画像処理を行うのみです。

※ ＬＯＴＷよりダウンロード受領したデータは自動でＤＸＣＣファイルを交信管理を行います。



ＦＴ８画面

．

デコード内容
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デコード内容ＪＴＤＸと並べて確認

ＪＴＤＸカラー設定例

コールサイン部分をクリックで自動的にコールサ
イン欄に取込自動で検索します。

ＤＸＣＣの状況、過去の交信状況、ＱＲＺ．ＣＯＭ
登録状況
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ＦＴ８画面

ニュー表示とQSO済カラーでの判定（緑⇒オレンジ）
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ＦＴ８画面

自動取込の流れ（行う作業：自動作業）

① 相手をコールする（デコード欄ダブルクリック）
② 相手からレポート
③ ＲＲ７３を送る
④ 登録確認が出る
⑤ ＯＫを押す
⑥ ＢＧＡＬＯＧに自動取込
⑦ 確認後登録ボタン
⑧ 取込終了

①

②
③
⑧

④

⑤

⑦ 確認後登録ボタン
これもオプションで児童に設定しておけば実施不要です。
ただしＮＷからのデータが遅れることからＱＲＺ等からのデータは取り込めません。
（名前、住所、備考１、備考２）

⑦ 上書COPYボタンで事後取込も可能



ＦＴ８ ＷＳＪＴ-X、ＪＴＤＸ、 と同期して、ＢＧＡＬＯＧ内に自動取込

（同時にＱＳＯ回数、プリフィックス、ＤＸＣＣ（データ）ニューを表示）

交信局の取込（ＦＴ８）
ワンクリックでＷＳＪＴ-X、ＪＴＤＸ の交信登録

データを取得し、コールサイン、ＲＳＴ～ＧＬ、を
取り込むとともにＱＲＺ．ＣＯＭ orＨＡＭＱＴＨよ

り自動検索して関連データを取り込み登録し
ます。

UTC、TCPにより同時同期
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ＱＳＯデータの自動取込設定

デコードデータの自動取込設定

別のＰＣへの取込
「１２７．０．０．１」（自分のＰＣのＮＷアドレス）を別のＰＣのアドレス（例：１９２．１６８．１．２等）に
変更することによりＰＣ間転送ができます。
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テルネットの活用（おすすめボタン）

・ＣＰＷ星New
Ｃ：クラブログ、Ｐ：ペディション、Ｗ：
ウォンテット、局の未交信のみを抽
出します。

左側にある各ボタンはＣＰＷの交
信済を含めて表示
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① ＢＧＡＬＯへの未登録データ取込

② ＢＧＡＬＯＧからＪＴＤＸ等へＱＳＯ分ＤＴ書込

③ ＪＴＤＸ等へ転送

①で未取込が発見出来た場合
データ範囲を選択コピー ⇒ ＦＴ取込で登録完了

テルネットの活用（おすすめボタン）



ＪＡ４ＢＵＡ：
基板設計＆コントロールプログラム作成
（安定性抜群でスムーズ動作）

ＪＦ１ＵＶＪ：
（桑原ＯＭ作成のシステムを製品化）

ＢＧＡＲＴＣの特徴
・ 画像の大きさを選択（７段階）
・ 画像を選択（自作画像の場合は中心点が合う様に作成すれば使用可）

・ ＸＰ用、ＷＩＮ８等の２種類作成
・ 画像をクリックでビーム方向選択（← □ →の利用も可）

・ ローテーターオプションスイッチで離れたシャックの
電源等をリモートコントロール（利用方法の詳細はJA5AUC OMへ）

※ その他ルソーのローテーターに対応しているものも作成しています。

単独プログラム （ＢＧＡＲＴＣ）

（ＢＧＡ＿ＴＥＲＭ）
コムポートの入出力の状態をチェックします。
無線機やインターネット等の状態が把握できます。

ＢＧＡ＿Diary

IC7800のデータ
JTDXのデータ
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